
No.112（修正） 前後比較資料（2/2） （3/4）

従前 見直 後

H27-B-3 深度28.12 28.14m 全景写真 記載（No.112） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-243頁

第833回審査会合 机上配布資料1 追記（青太枠）

アプライト
No.112

花崗斑岩

No.112

ｂ ｂ

ｂ ｂ

添1-250



No.111（変更） 説明資料（1/1） （4/4）

添1-251



No.113概要 （1/3）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
 明瞭   断構造 変形構造 有 変更（No.113）
【理由】   再観察 結果，最新活動面 沿  断層    灰白色 灰黄褐
色の層状構造が認められるため。

【断層連続性評価への影響】なし

２．変更箇所
ａ 明瞭   断構造 変形構造  有  変更（No.113）
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No.113（変更） 前後比較資料（1/1） （2/3）

従前 見直 後

H27-B-3 深度29.10 29.12m 明瞭   断構造 変形構造 有無（No.113） 変更

参考2-190

性状一覧表(18/19）

【平滑さ】

平 滑：最新活動面が直線的なもの
非平滑：最新活動面が湾曲するもの

【破砕幅】

粘土状破砕部，砂状破砕部，角礫状破砕部，
固結した粘土状破砕部，固結した砂状破砕部，固結した角礫状破砕部
の合計の幅とし，破砕部の走向傾斜から真の幅に換算した。

15.非モデル化破砕帯

：最新活動面 ：破砕幅 ：粘土の狭在物が認められる箇所

凡 例

：断層ガウジ
＊１：露頭

＊２：試掘坑

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-190頁

無

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

No.113 有
No.113

ａ

ａ

（No.1126-追29で説明）

（No.1126-追29で説明）

（No.1126-追30で説明）
（No.1126-追30で説明）

（No.111で説明）（No.111で説明） （No.109で説明） （No.109で説明）
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No.113（変更） 説明資料（1/1） （3/3）

添1-254



No.114（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

H27-B-3 深度42.85 42.91m 全景写真 記載（No.114） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-162頁 第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

（青線無 ）
No.114

（青線追加）

No.114

（青線無 ）
No.114

（青線追加）

No.114

添1-255



No.115 117（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

H27-B-3 深度56.69 56.72m 薄片作製位置 示 赤枠位置（No.115） 修正 
最新活動面を示す矢印の位置（No.116）の修正、全景写真の記載（No.117）の修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-245頁 第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

（赤枠の位置）
No.115

（赤枠の位置）
No.115

（赤矢印位置）
No.116

（赤矢印位置）
No.116

（赤矢印位置）
No.116

（赤矢印位置）
No.116

アプライト
No.117

花崗斑岩
No.117

添1-256



No.118（修正） 前後比較資料（1/1） （1/1）

従前 見直 後

H27-B-3 深度58.89 58.98m 全景写真 記載（No.118） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-246頁 第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）

      花崗斑岩

No.118

花崗斑岩

No.118
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No.119 121，123，124概要 （1/13）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
・走向・傾斜をN42E14W 変更（No.119）
【理由】再観察 結果 似 姿勢 割 目  最新活動面 走向 傾斜 復元

・条線方向を7R 変更（No.120）
【理由】走向 傾斜 変更（No.119）    基準方位 変     伴 変更

 変位    右      変更（No.121）
【理由】走向・傾斜（No.119）及び条線方向（No.120） 変更 伴 変更

・Z方向 記載 誤              写真 薄片試料写真 修正
（No.123）

 薄片試料写真          修正（No.124）

【断層連続性評価への影響】 あり
 破砕帯名 非   化 見直 （No.122で説明）
【理由】走向・傾斜（No.119）、条線方向（No.120）、変位センス
（No.121） 変更 伴  破砕部 連続性 再評価  結果   

２．変更箇所
ａ 走向・傾斜を「N42E14W  変更（No.119）
ｂ 条線方向を「7R  変更（No.120）
ｃ 変位センスを「ー 右  変更（No.121）
ｄ 見直 後 走向 傾斜 条線方向 基  図 変更（No.119,120）
ｅ 変位    記載  右  成分 卓越    変更（No.121）
ｆ         写真及 薄片試料写真 左右反転  修正（No.123）
ｇ ブロックサンプル写真内のZ方向が誤りであるとの補足を追記（No.123）
ｈ 薄片試料写真            修正（No.124）
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No.119（変更） No.120 121（副次的変更） 前後比較資料（1/2） （2/13）

従前 見直 後

    H27-B-3 深度76.59 76.89m 最新活動面 走向 傾斜（No.119） 再観察結果 基  変更     伴 条線方向（No.120） 変位   （No.121） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-159頁

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

ａ

－ －
ａ

N42E 14W
35R

7R
正 左

b

b
c

c

No.119
No.119 No.120

No.120 No.121

（No.122で説明）

（No.122で説明）

－ 右
No.121

添1-259
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